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ブリリアント・コンサート2017 開催迫る

尹 紗梨 （ピアノ, 57期）
L.v.ベートーヴェン／
ピアノソナタ 第８番 ハ短調 op.13「悲愴」

-----　◎　-----
新 竜馬 （クラリネット, 61期）
佐々木 有紀（ピアノ, 相愛大学卒）
I.ストラヴィンスキー／３つの小品
R.G-モンブラン／演奏会用小品

-----　◎　-----
河村 さと子 （ソプラノ, 16期）
中村 太紀 （ピアノ, 57期）
R.シュトラウス／「四つの最後の歌」
・ 九月に
・ 眠りにつこうとして
・ 春
・ 夕映えの中に

-----　◎　-----
日比 浩一 （ヴァイオリン, 29期）
日野 俊介 （チェロ, 29期）
ヘンデル＝ハルボルセン／パッサカリア
グリエール／
ヴァイオリンとチェロのための８つの小品 op.39より

-----　◎　-----
山田 利恵 （ピアノ, 41期）
日比 浩一 （ヴァイオリン, 29期）
日野 俊介 （チェロ, 29期）
L.v.ベートーヴェン／
ピアノ三重奏曲 第４番 変ロ長調 op.11「街の歌」

5月26日（金）19:00開演
兵庫県立芸術文化センター
神戸女学院小ホール
チケット 2,000円（全自由席）

「ブリリアント・コンサート2017」が
間近に迫ってまいりました。
今回も新進気鋭の若手から大ベテランまで、
ソロありアンサンブルあり、
バラエティ豊かなプログラムとなりました。

演奏会への皆さんのご来場をお待ちしております。
周りの方をお誘いいただき、
是非ともお出かけください。──　出　演　──

ブリリアント
コンサート  2017
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ブリリアント・コンサートに寄せて

初めてこ
の「ブリリア
ント・コンサ
ート」に出
演させてい

ただいたのが、もう2年も前のことになりま
す。ドイツでの留学を終えて日本へと完全
帰国してまだ数週間という時期で、時差
ボケも抜けきれず頭の中はドイツ語と日
本語が入り混じり、また日本での演奏会は
留学以来およそ3年ぶり？ともいえるほど
長いスパンが空いていた上に、何よりもそ
のコンサートは真声会創立60周年を記
念するコンサートということもあり、どれだ
けのお客さん、どういうお客さん、どんな
響きのするホールなのか・・・等、期待以上
に不安ばかりが募る毎日でした。
このコンサートへの出演が決まった時
にはまだドイツにいたために、打ち合わせ
等のやり取りはいつもメールで、日本とド
イツでは時差も8時間という中々スムーズ
に連絡手段が運べない環境の中、母校・
京都市立芸術大学の大先輩でもあり当
時の運営スタッフでもある方 に々はどれほ
ど助けていただいたことかを考えますと、
ただただ感謝の念を抱かずにはいられま
せん。また本番までの期間そして当日も含
めて、出演者が出来る限り練習に演奏に
専念できるようにと常に御配慮いただき、
事務的な処理からコンサートのチラシや
プログラム作成等、見えないところでたく
さん動いていただいたことも、同じ学び舎
で過ごし巣立っていった方（卒業生）だか
らこそ分かり合える御心配り・サポートで
あり、正しくすでにそこからブリリアント・コ
ンサートは始まっていたのだと、改めて真

声会の絆の深さ、またそこから創り上げら
れるコンサートであることを実感いたしま
した。
そういった想いを胸に舞台上へと足を
踏み入れた瞬間、目の前には何百人とい
うお客さんと、たくさんの温かい拍手から
真声会創立60周年という重みを感じ、ま
たそのような舞台に立たせていただけて
いることへの喜びと感謝の気持ちを一音
一音に込めながら精一杯演奏させていた
だきました。
このコンサートでは、これまで僕自身を
導いてくださった恩師の先生方をはじめ
懐かしい旧友、同窓生、身近な先輩・後輩
から何十年と遡る大先輩まで幅広い世代
の方 と々の交流や出会いをはじめ、「真声
会」という長い長い歴史の中で培われて
きたネットワークの力強さを感じました。も
ちろん、同時に新たな出会いにもたくさん
恵まれ、それらかけがえのない御縁の
数々から今こうして僕自身が音楽家として
の第一歩を踏み出し活動させていただけ
ているといっても過言ではないほど、この
「ブリリアント・コンサート」が全てのきっか
けとなり、また人生の転機をも迎えたコン
サートであったということは紛れもない事

実であり、いつまでも僕の心に刻まれてい
くことと思います。この想い入れの深いブ
リリアント・コンサートへ再び出演させてい
ただけるということをこの上なく嬉しく思っ
ております。
また今回はソプラノの河村さと子さん

との共演ということで、河村さんとは前回
（二年前）のブリリアント・コンサートではじ
めて御一緒させていただき、河村さんは
当時大トリを務められ本当に美しい歌声
と圧巻の演奏でコンサートを締めくくって
くださった素晴らしいソプラノ歌手の方で
あり、また同じ京都市立芸術大学の大先
輩にあたる方でもあり、まだまだコンサート
当時の記憶に新しい方もいらっしゃるかと
は思いますが、今回は二度目の出演また
畏れ多くも河村さんとの共演というかた
ちが実現いたしましたことが大変光栄で、
また同時に身の引き締まる想いでいっぱ
いです。
京都市立芸術大学の卒業生が一丸と

なって創り上げられるこのブリリアント・コ
ンサートが、真声会やOB・OGの御協力
の下、お一人でも多くのお客さんの心へ
と響き、クラシック音楽の魅力をお届けす
ることが出来ましたら本望にございます。
また、そこで繋がる音楽の輪を通じて人と
の繋がりの輪も広がり、皆様お一人お一
人が音楽と共に幸せな時間を共有できる、
そんな場所であってほしいと切に願って
おります。

中村 太紀
京都市立芸術大学卒業後、ドイツへと渡り、エッセン・フォルクヴァング芸術大
学大学院修士課程修了。堺国際ピアノコンクール第３位、なにわ芸術祭新人
賞（第１位）併せて大阪府知事賞、大阪市長賞、京都芸術祭新人賞、モーツァ
ルト国際ピアノコンクール（イタリア）優勝等、国内外のコンクールにおいて多数
入賞。これまで日本、ドイツ、イタリアの各地で演奏活動を行う。現在、大阪芸術
大学ピアノ伴奏要員、また母校でもある大阪府立夕陽丘高等学校音楽科にて
後進の指導にあたっている。
ホームページ ： https://taikinakamura.jimdo.com

中村 太紀（57期pf）

同封のはがきで 5月29日（月）までにご返信をお願いいたします。
お問い合わせ：090-8232-0780（大冨）

2017年6月10日(土) 13時30分～15時30分
フレンチレストラン「フルーヴ」
（ホテルグランヴィア大阪19階）
Tel. 06-6347-1437

2,500円（当日受付）

次の通り、大阪支部2017年度総会を開きますので、ご参加ください。

＊ 総会議事：１年のまとめ、新年度活動について
　など
＊ 親睦会：昼食を共にして、ブリリアント・コンサー
　トの打ち上げも兼ねて親睦を深めます。

総 会 の お 知らせ
と　き：

ところ：

会　費：
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また同時に身の引き締まる想いでいっぱ
いです。
京都市立芸術大学の卒業生が一丸と

なって創り上げられるこのブリリアント・コ
ンサートが、真声会やOB・OGの御協力
の下、お一人でも多くのお客さんの心へ
と響き、クラシック音楽の魅力をお届けす
ることが出来ましたら本望にございます。
また、そこで繋がる音楽の輪を通じて人と
の繋がりの輪も広がり、皆様お一人お一
人が音楽と共に幸せな時間を共有できる、
そんな場所であってほしいと切に願って
おります。

中村 太紀
京都市立芸術大学卒業後、ドイツへと渡り、エッセン・フォルクヴァング芸術大
学大学院修士課程修了。堺国際ピアノコンクール第３位、なにわ芸術祭新人
賞（第１位）併せて大阪府知事賞、大阪市長賞、京都芸術祭新人賞、モーツァ
ルト国際ピアノコンクール（イタリア）優勝等、国内外のコンクールにおいて多数
入賞。これまで日本、ドイツ、イタリアの各地で演奏活動を行う。現在、大阪芸術
大学ピアノ伴奏要員、また母校でもある大阪府立夕陽丘高等学校音楽科にて
後進の指導にあたっている。
ホームページ ： https://taikinakamura.jimdo.com

中村 太紀（57期pf）

同封のはがきで 5月29日（月）までにご返信をお願いいたします。
お問い合わせ：090-8232-0780（大冨）

2017年6月10日(土) 13時30分～15時30分
フレンチレストラン「フルーヴ」
（ホテルグランヴィア大阪19階）
Tel. 06-6347-1437

2,500円（当日受付）

次の通り、大阪支部2017年度総会を開きますので、ご参加ください。
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ところ：
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大阪支部会員名簿

1期生
大村　益雄
鈴木　安子
井上　惇子

2期生
小林　芳子

3期生
谷口登美子
中澤　眞代
安宅千世子
間狩　華子
山田　隆子
吉田　　實
蔵田　裕行

4期生
三村　光子
吉田　洵子
当麻　宗宏

5期生
園田たまよ
佐田　佐和
竹内　惠子
畑　　祥子
大村　禮子

6期生
小山　　繁
鈴木　和子
金森　重裕
森田　怜子
赤井　玲子

7期生
檜垣　信昌
森田煦美子
木谷　和子

8期生
大和　重夫
小村　賢治
髙野紀久子

9期生
南村　京子

10期生
大西　多惠
中島　慈子

11期生
山口美千代

12期生
中林　節子
織田　洋子

13期生
向井　勇夫

14期生
竹原　　明
田淵　幸三

15期生
松本真理子

16期生
巌水　陽子
三宅　マチ
池田美也子
三井ツヤ子
河村さと子

17期生
妹尾　輝枝
飯田　真基
佐藤　敏子

18期生
安川　温子
石田由利子
柴田千恵子
森池日佐子

20期生
水山　悦子
辻　　浩二

21期生
新名　星子
辻　嘉世子
室井　道子
堀　　裕子
山下　良枝
平野　暁子

22期生
大塚麻由美
福本　雄幸
板垣　　亨
金丸　文子

23期生
名畑ゆかり
兵頭　弘子
寺田　純子

24期生
大塚　晃一
齊藤　マヤ
福本　秀子
橘　　　茂

25期生
右近　恭子
森川由美子
雪原　典子
木村　直子
上塚　幸代
渡部　敏恵
木村　政雄

26期生
場野　公子
坂本　恵子
古谷　　泉
三森　尚子
大嶋　義実
植村早智子
大嶋亜紀子
上塚　憲一

27期生
岩崎　宇紀
大澤　佳奈
紺谷　晶子
樋口　博行
大江　浩志
北野由加里

28期生
一ノ瀬夏美
玉井　幸子
石毛　明生
大冨栄里子
木嶋　宏子
久保　典子
佐藤　　泉
河田いづみ

29期生
大畑　博貴
大岡真紀子
蜂谷　葉子
掘井　佳世
日比　浩一
松原　央樹
井上　雅浩

30期生
佐々由佳里
船所幾世子

古川　知子
小﨑恵理子

31期生
村上　栄子
南方　圭世
松村　佳奈
宮北　昌子
西浦　弘美
康　　　瑛
杉江　　康
川﨑　典子
坂田　澄子

32期生
信多　仁子
瓜谷未佳子
長谷川洋子
飯星　広子
豊嶋奈由美

34期生
武田　佳美
佐々木和佳
福井真裕子
桑原　謡子
上木　裕子
栗木　充代
大原　佳美

35期生
片野　涼子
野尻　智子
平林　知子
中井美内子
小西　潤子

36期生
西岡　里奈
荒木　美佳
山田真由美
城甲　実子
吉田　祐子
福田　由美
金子　智子

37期生
永田　仁美
福井　　聡
欅田真須子

39期生
小笠原順子
香川　恵美
佐藤裕美子
濱野　千津

40期生
飛田　泰三
鬼頭　典子

41期生
小田切美穂
小林　千恵
山田　利恵
岡川　万姫
井上　章子

42期生
小川真由美
竿下　和美
平田　昭浩
阿野由希子

43期生
坪内久美子
松村　桃子
片山　朋香
浅田真有美

44期生
本吉　優子
永井　美香
ハーク裕子
岡田　桂子
六川　牧子

45期生
奥河佐知子
浦　　史子
松井　淑恵
横谷　　環
西川　香代
松岡　万希
平井　令奈
松田　洋介
才野友紀子

46期生
宮武　亜紀
仲　　香織
西　　聡美
三瀬由起子
権東　明子
梅本　貴子
風早　宏隆
藤井　麻実
問口　　朱
若見　妙子
石原　祐介
塚本　知香
中川　優芽
清水由希子
池田由佳子
西村　　彩
大垣華代暦

47期生
陣門　華子
石田　知子
小山　　薫
小林明日香
澤村　　梓

加瀬　真実
高木真稚恵
吉田　聖子
清水徹太郎
進元　一美
髙山　景子

48期生
二見　晴美
武田　直子
上敷領美絵
佐々井佑子
坪本佐智子
山本　絵理
浅井　咲乃
阪中　美幸
池松　　郁
平山　幸子
奥田　聖子
中川　公志
リパモンティ依里
山守美由紀
山嵜　敦子
木村　克哉

49期生
大渕　雅子
永武　靖子
岡田　史絵
金　　香叡
森下美登利
出井紗希子

50期生
石若　雅弥
三宮　郁子
佐々木智子

51期生
入谷　幸子
齋藤紗綾華
髙野　良輔
西岡　仁美
本庄ちひろ
住本　紗恵
寺下　奈々
湯川　美佳
原田　安代
坂口　裕子

52期生
金田　仁美
杉田　美穂
宮﨑真理子
片山　英摩
端山　梨奈

53期生
岩井　理沙
白浜　聖子
新　亜妃子
古瀬　真紀

54期生
今井　彩香
西村夕美香
中島麻弥子
向井　　悠
井上真由美

55期生
宋　　和映
加門祐香里
福田真梨奈
畑　　　奨
板東　　靜

56期生
市川　未来
北端　祥人
井上　　拓
荒巻　幸絵
脇屋　有貴
鳫　真佑子

57期生
井原寿美緒
金澤　麻衣
竹本　玲美
中村　真弓
吉本　成美
助野　由佳
浅田麻友美
森田　奈奈

58期生
弘田　彩花
堀井亜紀子

59期生
澤田奈央子
西村　彰洋
平本　直規
井上　元気
川上　紗季
阪口　　楓

60期生
原　由莉子
藤岡　眞帆
小林　千佳
和田　悠花
足立　恵理

61期生
誉田　真弓
佐藤亜友美
志賀　俊亮
玉木　俊太
新　　竜馬
大村優希恵
藤川　有樹
中川　千絵

（2017.3.31現在）

2003～16年度に支部に入会もしくは何らかの入会意思表示
のあった方々です（途中退会者は除く）。あなたの周りの同窓
生に支部入会をおすすめ下さい。



真　声　会　大　阪 No.1094

インフォメーション

この欄への情報の提供、エッセイ、留学記など、
投稿をお待ちしています。 表紙記載の事務局か、
メールは、 klneurcpb@gmail .com へ。

新年度・会費をお納め下さい

♪Trio Concert
　～ブラームスによせて～
4月27日（木）19:00／天満教会
＊西岡仁美（51期pf）、井阪美恵（vn）、深谷武生（hr）
＊ブラームス：ヴァイオリン、ホルンとピアノのためのトリオ
ほか
＊前売り：一般2,500円（当日3,000円）/学生1,500円（当日
2,000円）
＊問い合わせ:株式会社Liuteria-TAKADA（リューテリ
ア・タカダ）075-366-8805

（神戸国際フルート音楽祭参加公演）
♪アフター・アワーズ・セッション　フルートを含む室内楽
　～バロックから現代まで～
5月13日（土）15:00／
神戸学院大学有瀬キャンパス　メモリアルホール
＊右近恭子（25期pf）、日野俊介（29期vc）、松原央樹（29
期cl）、ほかに植田恵子（fl）、世古宗優（hr）、首藤元（fg）
＊バッハ：フルートソナタ第３番 BWV1031、N.A.リムスキ
ーコルサコフ：ピアノと管楽のための五重奏曲、ほか
＊無料。ただし、整理券が必要。
＊問い合わせ：神戸学院大学グリーンフェスティバル係
078-974-6105

♪イタリア声楽協会 第４回コンサート
5月27日（土）15:00／
兵庫県立芸術文化センター 神戸女学院小ホール
＊珠玉のオペラアリアを34曲集めて
＊康瑛（31期声）、佐藤謙蔵（35期声）
＊ベッリーニ：歌劇「ノルマ」より“清き女神よ”、モーツァルト：
歌劇「ドン・ジョヴァンニ」より“彼女の幸福こそ私の願い” 
ほか
＊前売り：2,500円（当日3,000円）
＊問い合わせ：078-595-8946

♪アフター・アワーズ・セッション
　20周年記念シリーズvol.2 ～浪漫主義 獨逸・維納～
6月29日（木）19:00／天満教会
＊右近恭子（25期pf）、日野俊介（29期vc）、ほか
＊ベートーヴェン：チェロ・ソナタ第４番ハ長調 作品102-1
ほか
＊一般3,000円/学生2,000円/ペア券5,000円（全自由席）
＊問い合わせ:0797-34-3116/
　afterhourssession@hotmail.com

♪栗木充代メゾ・ソプラノリサイタル
　～もりのなかで～
7月30日（日）15:00／兵庫県立美術館
＊栗木充代（34期）、益子明美（pf）
＊カルデラ：親愛な森よ、フォーレ：イヴの歌、ベルク：七つの
初期の歌、マーラー：若き日の歌　ほか
＊3,000円（全自由席）
＊問い合わせ：栗木078-856-5141
＊真声会大阪支部後援

♪エレナ・モシュク ソプラノ 公開レッスン
9月13日（水）13時開講予定／
豊中市立文化芸術センター 小ホール
＊驚異的なテクニックを誇るベルカントの歌姫。レッスンの受
講、聴講をぜひお待ちしております。
＊詳細 https://ist-lirica-italiana.jimdo.com/
　マスタークラス/
＊主催/イタリア声楽協会
＊お問い合わせは、イタリア声楽協会へ。または、31期声楽 
康瑛 （young.kawashima@gmail.com）まで。

　大阪支部は、大阪を中心とした地区における音楽活
動ならびに親睦を図ることを目的とし、会員の構成は、
大阪に在住、在勤、あるいは活動の本拠をもつ真声会
会員となっていますが、制約はありません。現に、大阪
の様子が知りたいと、東京在住の会員もおられます。
　大阪支部の年会費は、2017年4月1日から2018年
3月31日までの分として､2000円です。
　夫婦会員は、お二人で2000円です（会費納入の際、
郵便の払込用紙の通信欄にその旨をお書き下さい）。
　なお、学生・院生・今
春の卒業生は今年度支
部会費が免除されます。
入会の意思を事務局ま
でお知らせ下さい。


